
  

一 

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

第
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
『
鑑
み
」
に
』
の
下
に
『
、
「
図
る
」
を
「
図
り
、
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
」
に
』
を

加
え
、
同
条
中
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
同
条
第
四
項
中
「
、
国
内
の
人
口

の
減
少
に
伴
う
国
内
の
食
料
の
需
要
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
に
お
い
て
は
」
を
削
り
、
「
維
持
」
を
「
維
持
向
上
」
に
改
め

る
。 第

三
十
四
条
第
二
項
を
改
め
、
同
条
を
第
四
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
農
村
と
の
関
わ
り

を
持
つ
者
の
増
加
に
資
す
る
」
を
「
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
第
四
十
五
条
中
「
増
加
」
の

下
に
「
及
び
地
域
社
会
の
活
力
の
向
上
」
を
加
え
る
。 

第
三
十
三
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
一
項
」
を
「
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

国
は
、
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
地
域
に
お
け
る
重
要
な
農
産
物
の
種
子
を
生
産
し
、
供

給
す
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
十
七
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
改
正
規
定
中
「
第
二
十
七
条
」
の
下
に
『
の
見
出
し
中
「
高
齢
農
業
者
」
の
下
に
「
及



 

二 

び
障
害
者
で
あ
る
農
業
者
」
を
加
え
、
同
条
中
「
の
役
割
分
担
並
び
に
そ
の
」
を
「
及
び
障
害
者
で
あ
る
農
業
者
の
役
割
並
び

に
こ
れ
ら
の
者
の
」
に
、
「
、
高
齢
農
業
者
」
を
「
、
こ
れ
ら
の
者
」
に
改
め
、
同
条
』
を
加
え
る
。 

第
二
十
四
条
の
見
出
し
及
び
同
条
を
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
三
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
『
、

「
汎
用
化
」
の
下
に
「
及
び
畑
地
化
」
を
』
を
削
り
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
増
進
、
」
の
下
に
「
有

機
農
業
そ
の
他
の
」
を
加
え
る
。 

第
二
十
一
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
同
条
第
二
項
中
「
当
た
っ
て
は
」
の
下
に
「
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
を
営
む
者
以
外
の
多
様
な
農
業
者
が
地
域
の
農
業
及
び
農
地
の
確
保
に
お
い
て
果
た
す
役
割
に
鑑
み
」
を
加
え
る
。 

第
十
五
条
第
三
項
を
改
め
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条

第
六
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
、
「
を
同
条
第
八
項
」
を
「
を
同
条
第

九
項
」
に
、
「
一
項
」
を
「
二
項
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
の
う
ち
同
条
第
七
項
中
「
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適

切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
に
つ
い
て
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、

同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

８ 

政
府
は
、
前
項
の
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
同
項
の
意
見
を
付
し
て
、
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト



  

三 

の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
五
条
を
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
改
正
規
定
中
「
第
五
条
中
」
の
下
に
『
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
食
料
の
安
定

的
な
供
給
を
行
う
基
盤
た
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
国
民
に
多
く
の
恵
沢
を
も
た
ら
す
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
場
で
あ
る
こ
と
」
を
加
え
、
「
こ
と
に
よ
り
、
」
を
「
こ
と
に
よ
り
」
に
改
め
、
「
果
た
し
て
い
る
こ
と
」
の
下

に
「
及
び
就
業
機
会
の
増
大
に
つ
な
が
る
多
様
な
産
業
を
生
み
出
す
地
域
の
資
源
を
有
す
る
場
で
あ
る
こ
と
」
を
加
え
、
』
を
、

「
お
い
て
も
、
」
の
下
に
「
豊
か
で
良
好
な
」
を
、
「
改
め
」
の
下
に
『
、
「
整
備
及
び
」
の
下
に
「
産
業
の
振
興
並
び
に
」

を
加
え
』
を
加
え
る
。 

第
四
条
を
改
め
、
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
人
口
の
減
少
に
伴
う
」
を
削
り
、
「
向
上
及
び
」
を
「
向
上
、
」

に
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
持
続
的
な
農
業
生
産
活
動
が
可
能
な
農
業
所
得
の
確
保
に
よ
る
農
業
経
営
の
安
定
並
び
に
」
に
改

め
る
。 

第
三
条
を
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
第
三
条
中
「
つ
い
て
は
」
の
下

に
「
、
食
料
の
生
産
の
段
階
に
お
い
て
農
業
生
産
活
動
に
自
然
環
境
の
保
全
等
に
大
き
く
寄
与
す
る
側
面
が
あ
る
一
方
で
」
を

加
え
、
「
側
面
が
」
を
「
側
面
も
」
に
改
め
る
。 


